





















































































































価値 欲求 価値 欲求


















































































































































12　戸田（1988）184 － 186 ページ
13　A. スターン（1962）165 ページ














































































































































































































































































































































　　時期　　：平成 22 年 1 月






QC,ZD 運動など　  3.2（16）
















戦略・計画の策定 43.8 45.5 41.7 29.7 
リーダーシップの工夫 14.6 13.8 20.8 10.8 
会社や職場の課題の発見、解決 32.0 29.2 52.8 21.6 
研究開発 12.8 13.6 5.6 18.9 
日常の職務の改善工夫 49.4 50.4 40.3 56.8 
その他 0.6 0.5 1.4 0.0 










課題への興味があったから 21.8 21.2 18.1 35.1 
課題の価値や重要性を認識したから 39.0 39.4 41.7 29.7 
課題が自分自身の目標や価値観と
一致したから 24.0 24.8 25.0 13.5 
自分の能力や知識・技術・経験を
生かすことができたから 39.4 38.1 48.6 35.1 
会社が求めていることだったから 19.2 15.6 31.9 32.4 
上司の指示や要請があったから 2.4 0.3 5.6 18.9 
周りの者から認められたかったから 3.8 4.1 2.8 2.7 
自分の能力を成長させたかったから 31.0 32.2 29.2 21.6 
困難に挑戦したかったから 11.6 13.3 4.2 8.1 
その他 1.8 1.5 4.2 0.0 














課題への興味があったから 24.4 25.3 15.3 32.4 
課題の価値や重要性を認識したから 37.6 37.9 38.9 32.4 
課題が自分自身の目標や価値観と
一致したから 29.6 32.5 22.2 13.5 
自分の能力や知識・技術・経験を




12.4 10.2 18.1 24.3 
社外（他社従業員、顧客、地域社
会など）との交流 13.4 13.6 16.7 5.4 
仕事における従業員の自主性や裁
量性が尊重されていたから 14.6 10.7 27.8 29.7 
創造性重視の企業文化があったから 4.6 5.9 0.0 0.0 
適切な上司の指示、アドバイスが
あったから 2.4 2.0 1.4 8.1 
その他 0.8 1.0 0.0 0.0 






























自分自身の目標や価値観と一致していたから」も全体で 2.5 割～ 3 割になっ













は 2.5 割、創造的成果の発揮（図表 8）では 3 割程度を占めている。
　しかし、より広く対象の価値とこれに対する自己のアイデンティティとの一
致として考えると、図表 7 と図表 8 それぞれ上から 4 項目がこれを示しており、








































たから 7.5 5.1 3.1 4.6 20.3 11.6 109 
課題の価値や重要性








4.1 6.8 6.5 15.3 32.7 20.9 197
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